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Ⅳ.資料編



資料編１．プロフィール
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当行

29.9%

メガバンク等

18.6%

信用金庫

40.4%

地銀(当行除く）

11.1%

当行

30.1%メガバンク等

31.9%

信用金庫

33.1%
地銀(当行除く）

4.9%

貸出金

預金＋譲渡性預金

京都銀行の概要 京都府内シェア（２０２２／９）
（銀行、信用金庫、信用組合に占めるシェア）

（２０２２年９月末現在）

項目 計数等

創立 １９４１年１０月

総資産 １０兆６，２３６億円

預金＋NCD ８兆８，３８６億円

貸出金 ６兆２，２２３億円

資本金 ４２１億円

有価証券評価損益 ７，５６６億円

自己資本比率（単体・国内基準） １１．９６％

格付
Ｒ＆Ｉ ：
Ｓ＆Ｐ ：

Ａ
Ａ－

従業員数 ３，４８２人

拠点数
１９７か所

（本支店１７４、専門拠点２３）

海外拠点（駐在員事務所） 香港、上海、大連、バンコク

未
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・京都銀行に改称
・本店を京都市に移転

・丹和銀行創立
本店：福知山

京都市内では中小企業の
資金難が課題

第
二
部
に
上
場

京
都

大
阪

滋
賀

奈
良

兵
庫

愛
知

東
京

計

2000.3 105 9 0 0 0 0 1 115

2020.3 111 31 14 7 8 2 1 174

地元本店銀行
として地位確立

広域型地方銀行

として成長加速

昭和 平成

従業員数

2000.3 2,862

2020.3 3,440

店
舗
網
拡
充

人
的
資
本

の
拡
充

成長のための
先行投資

戦後復興 高度成長・安定成長

ベンチャー企業の台頭とその後の急成長

グローバル化 人口減少・低成長

金融再編
デジタル社会

バブル
崩壊

リーマン
ショック

＋51％

＋20％

１
９
４
１
年
丹
和
銀
行
創
立

１
９
５
０
年
京
都
府
本
金
庫
事
務
受
託

１
９
５
１
年
京
都
銀
行
に
改
称

１
９
５
３
年
本
店
を
京
都
市
に
移
転

１
９
８
４
年
東
京
・
大
阪
両
証
券
取
引
所

１
９
７
３
年
京
都
証
券
取
引
所
に
上
場

１
９
８
６
年
同
第
一
部
に
指
定
替
え

１
９
９
９
年
当
行
初
の
赤
字
決
算

２
０
１
８
年
信
託
業
務
へ
銀
行
本
体
参
入

２
０
１
７
年
京
銀
証
券
開
業

２
０
０
０
年
滋
賀
県
初
進
出
・
草
津
支
店

資料編２．沿革（概略：創立～平成期）
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サステナビリティ経営推進体制

ガバナンス体制の強化

監査役 ４名 うち

取締役会 監査役会

取締役会／常務会

サステナビリティ経営推進委員会

報告

本部各部・営業店・グループ会社

京都銀行グループとしての
サステナビリティ（ＳＤＧｓ）

行員一人ひとりの
サステナビリティ（ＳＤＧｓ）

相互連携

出席

出席

監査役

委員長：専務取締役（代表取締役）
副委員長：本部各部室を担当する役付取締役

および 役付執行役員

委員 ：本部各部室長

事務局：経営企画部

資料編3．コーポレートガバナンス

取締役 ８名 うち 独立社外取締役

３名

女性取締役

３名

独立社外監査役

２名

女性監査役

１名



資料編4．預金・譲渡性預金（主体・エリア別）
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21,438 22,013 21,316 23,312 
26,937 27,271 

44,304 45,759 47,586 
50,119 

53,330 55,449 

9,147 
9,392 9,066 

7,819 

7,608 
6,384 

17上 18上 19上 20上 21上 22上

（億円）
主体別 預金・譲渡性預金（平残）

57,065 58,673 60,173
64,924

71,105 73,415

7,410
7,934

8,530

8,437

9,273
9,492

3,277
3,457

3,688

3,968

4,356
4,592

7,136
7,100

5,576

3,920

3,140
1,602

17上 18上 19上 20上 21上 22上

（億円）エリア別 預金・譲渡性預金（平残）

２０２２年度上期実績 （前年同期比）
法人＋333億円、個人＋2,118億円、公金他△1,224億円

81,250

74,890
77,165

81,250

74,890
77,16577,970 77,970

87,877 87,877

預金・譲渡性預金平残の推移

法人

個人

公金他

京都

大阪・兵庫

滋賀・奈良

東京・愛知

89,104

２０２２年度上期実績 （前年同期比）
京都＋2,309億円、大阪・兵庫＋218億円、
滋賀・奈良＋236億円、東京・愛知△1,538億円

89,104



資料編5．貸出金（主体・エリア別）
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27,909 29,038 29,801
33,157 33,761 33,850

9,872
10,725 11,043

11,455 12,111 12,7124,291
4,684

4,967

5,213
5,451 5,681

7,551

8,502
8,891

9,945 9,511
9,415

17上 18上 19上 20上 21上 22上

エリア別 貸出金（平残）

２０２２年度上期実績 （前年同期比）
法人＋712億円、個人＋42億円、公共＋69億円

29,688 31,667 32,466 
37,191 38,209 38,922 

14,607 
15,385 

16,012 

16,297 
16,443 16,486 5,328 

5,898 
6,225 

6,282 
6,181 6,250 

17上 18上 19上 20上 21上 22上

主体別 貸出金（平残）

59,772

49,624

52,951

59,772

49,624

52,951
54,703 54,703

60,835 60,835

貸出金平残の推移

法人

個人

公共

京都

大阪・兵庫

滋賀・奈良

東京・愛知

（億円）

61,659

２０２２年度上期実績 （前年同期比）
京都＋88億円、大阪・兵庫＋601億円、
滋賀・奈良＋229億円、東京・愛知△95億円

61,659

（億円）



5,546 4,999 3,786 3,756 4,269 4,930

7,407

5,754
5,805

6,5336,888
6,2845,592 6,612

6,5007,1266,525 6,771

1,945 1,810 1,762 1,707
1,734 1,720

1,625
6901,5091,5701,661

1,170

129 139 238

124
124149

1,897 1,5511,631

1,9591,797 1,640

 18/3  19/3  20/3  21/3  22/3  22/9

（億円）

資料編6．有価証券投資の状況
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4.3
4.0

5.0
5.4

5.9 5.8

7.1

2.4 2.5

3.5

5.4

4.3 

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 22/9

（年）

＜参考＞評価損益変動幅

●円金利が1％上昇した場合の評価損益変動幅
△ 942億円

●日経平均が1,000円下落した場合の
株式等評価損益変動幅

△ 357億円

〈注〉時系列比較のため、上記数値は評価損益を除いております。

23,206
22,096

23,298 22,863

有価証券残高の推移 ２０２２年９月末の有価証券評価損益

債券平均残存期間の推移

21,609

（億円）

内訳 評価損益

国債 △ 134

地方債 △ 59

社債 △ 39

株式 7,931

外債 △ 56

その他 △ 75

合計 7,566

外債

円債

投信・その他

円建外債

外貨建外債

株式

社債

地方債

国債

22,307



資料編7．役務取引等利益
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43.9 46.7 
41.5 

35.7 

56.0 59.6 

17上 18上 19上 20上 21上 22上

（億円）

16.5 17.0 17.6 17.4 19.7 20.1

22.1 22.2 22.3 21.4 21.6 17.3

6.0 5.9 5.8 4.8
4.7

4.9

7.8 7.8 8.0
8.0

8.2
8.5

20.5 21.9 18.5
15.2

24.4
25.7

8.6 
10.4

9.9 

8.9 

15.2 17.5 81.7
85.4

82.2

75.9

94.0 94.1 

17上 18上 19上 20上 21上 22上

（億円）
（銀行単体＋京銀証券収益）

（※１）法人ぐるみ取引：Ｍ＆Ａ、シローン、ビジネスマッチング、私募債、外為関連等

（※２）預かり資産・信託関連：投資信託、保険、個人向け国債、金融商品仲介、京銀証券収益、信託関連

役務取引等利益の推移

役務取引等収益の内訳

その他

内国為替

ATM関係

口座振替

預かり資産・
信託関連（※2）

法人ぐるみ
取引（※1）



資料編8．統合リスク管理
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1,030

4,455

411

0

0

632

1,120

90

58

130

130

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

7,931

2,429

0

3,000

6,000

9,000

消費性与信の信用リスク量
保有期間１年 信頼係数99％

銀行勘定の金利リスク（２０２２年９月末）

Δ ＥＶＥ 自己資本 Δ ＥＶＥ／自己資本

８０億円 ４，５２６億円 １．８％

リスク量
（２０２２年９月末基準）

（億円）

配賦原資※

バッファー ２，０８５億円

市場リスクVaR
(除く政策投資株式)

：バンキング
保有期間６か月
信頼係数99％

：トレーディング
保有期間１０日
信頼係数99％

（政策投資株式修正ＶａＲ＝政策投資株式ＶａＲ－評価損益）

（億円）
(２０２２年９月末）

コ ア 資 本
（配賦原資）

未利用リスク資本
１，１３９億円

資本配賦額
（２０２２年度上期）

政策投資株式修正VaR
保有期間６か月 信頼係数99％

事業性与信の信用リスク量
保有期間１年 信頼係数99％

2,３７０億円

オペレーショナルリスク
（粗利益配分手法）

政策投資株式
評価損益

政策投資株式
VaR

【統合リスク量の状況】

●２０２２年度上期の資本配賦額は２，３７０億円、２０２２年９月末の統合リスク量は
１，２３１億円

【銀行勘定の金利リスク（ＩＲＲＢＢ）】

●２０２２年９月末のΔＥＶＥ（金利ショックに対する経済的価値の減少額）は８０億円、

自己資本に対する比率は１．８％

1,２３１億円

・市場リスク、信用リスク
（配賦額超過時等臨時

突発的な事態に使用）
・計測できないリスク
・新規業務に対するリスク
・戦略リスク等

※２０２２年度上期計画策定時点
における２０２２年９月末予想値

自己資本に対するΔＥＶＥの比率は２０％以内となっている

統合リスク量の状況（２０２２年９月末）



資料編９．グループ会社の状況
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連結子会社・関連会社

連結損益

＜子会社＞ 業務内容

烏丸商事（株）
不動産管理・賃貸業務、当行役職員への商品等斡旋業務、
ECモールの運営

京都信用保証サービス（株） 信用保証業務

京銀リース・キャピタル（株） リース業務、投資業務

京都クレジットサービス（株） クレジットカード業務（DC）

京銀カードサービス（株） クレジットカード業務（JCB、ダイナース）

（株）京都総合経済研究所 経済調査・研究業務、経営相談業務

京銀証券（株） 証券業務

＜関連会社＞

スカイオーシャン・アセットマネジメント（株） 投資運用業務

（単位：億円）

＜連結＞
22年度中間

＜銀行単体＞
22年度中間

連結子会社等
の利益反映分

連結粗利益 494 467 26

連結経常利益 222 207 14

親会社株主に帰属する中間純利益 159 150 8



本資料には、将来の業績に関わる記述が含まれております。

こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、

リスクや不確実性を内包するものです。

将来の業績は、経営環境の変化などにより現時点での予想・計画と

異なる可能性があることにご留意ください。

［照会先］

株式会社 京都銀行 経営企画部

電話：０７５－３６１－２２９２

ＦＡＸ：０７５－３６１－４５８１

https://www.kyotobank.co.jp/


